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第４章 高齢者の実態調査結果の概要 
 

１ 調査の概要 

  今後の高齢者施策の効果的・効率的な展開を図ることを目的として、平成28（2016）年

度に高齢者本人、介護保険サービス利用者・未利用者・介護者、介護支援専門員及び大阪

市内にある介護保険施設及び福祉施設を対象に「大阪市高齢者実態調査」を実施しまし

た。 

（１）本人調査 

調 査 対 象 市内に居住する65歳以上の高齢者から無作為抽出した19,390人 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 ７月１日～８月26日 

調査項目数 45問（前回45問） 有効回答数 10,128件（52.2％） 

調 査 概 要 
世帯の状況、健康状態、日常生活の状況、就労・生きがいの状況、地域活動・社会

参加の状況、将来の介護に対する考え、福祉サービスの利用状況意向  等 

（２）ひとり暮らし調査 

調 査 対 象 
市内に居住するひとり暮らし高齢者のうち、本人調査において｢ひとり暮らし｣と回

答した方 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 ７月１日～８月26日 

調査項目数 ９問(前回９問) 有効回答数 3,096件 

調 査 概 要 健康状態、日常的なつながり、緊急時の支援者の有無、療養について  等 

（３）介護支援専門員調査 

調 査 対 象 
市内の居宅介護支援事業所等に勤務するすべての介護支援専門員4,495人 

（介護保険事務処理端末から抽出） 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 ７月１日～７月31日 

調査項目数 37問（前回35問） 有効回答数 2,589件（57.6％） 

調 査 概 要 
担当している利用者の状況、サービス内容と課題、支援困難な利用者への対応状

況、高齢者虐待の状況、居宅介護支援事業全般について  等 

（４）介護保険サービス利用者調査 

調 査 対 象 
市内に居住する要支援・要介護認定者で、平成28年１月から３月までの３ヶ月

間、介護保険サービスを利用した方から無作為に抽出した5,200人 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 ７月１日～７月31日 

調査項目数 13問（前回13問） 有効回答数 2,443件（47.0％） 

調 査 概 要 世帯の状況、健康状況、介護保険サービスの利用状況と利用に関する考え 等 
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（５）介護保険サービス未利用者調査 

調 査 対 象 
市内に居住する要支援・要介護認定者で、平成28年１月から３月までの３ヶ月間、

介護保険サービスを利用しなかった方から無作為に抽出した5,600人 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 7月１日～7月31日 

調査項目数 12問（前回14問） 有効回答数 1,909件（34.1％） 

調 査 概 要 世帯の状況、健康状況、介護保険サービスの利用状況と利用に関する考え  等 

（６）介護者調査 

調 査 対 象 
介護保険サービス利用者・未利用者調査の対象者を介護している者(介護サービス事

業者を除く) 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 ７月１日～７月31日 

調査項目数 利用者調査の介護者17問、未利用者調査に介護者16問（前回14問） 

有効回答数 利用者調査 1,540件、未利用者調査 1,281件 

調 査 概 要 基本属性、介護の状況、介護上の問題点、介護保険制度についての意見・要望  等 

（７）施設調査 

調 査 対 象 市内にある介護保健施設及び福祉施設（837施設） 

調 査 方 法 郵送配付、郵送回収 調 査 期 間 ７月１日～７月31日 

調査項目数 20問（前回22問） 有効回答数 549件（65.6％） 

調 査 概 要 利用者の属性、施設運営状況、サービスの質向上のための取組状況  等 
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２ 調査結果の分析 

（１）本人調査 

① 外出の状況 

  本人調査によると、外出の頻度については、「ほとんど毎日」が68.4％と最も高く、「週

に１回以上」をあわせると９割 （90.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 介護予防の状況 

  本人調査によると、介護予防のための取組みについては、「掃除や洗濯、調理など、自分

でできることは自分でする」が60.1％と最も高く、次いで「栄養バランスのとれた食事を

とる」が57.6％ 、「歯磨きや入れ歯の手入れを行い、口の中の健康を保つ」が49.9％とな

っています。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんど毎日

68.4%

週に１回以上

外出する

21.9%

月に１～３回しか

外出しない

3.8%

ほとんど外出しない

3.3% 無回答

2.6%

(N=10,128)

図表４－１－２ 介護予防のための取組み 

図表４－１－１ 外出頻度＜本人調査＞(Ｎ＝9,851) 
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13.2 
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4.7 

3.4 

0 20 40 60 80

掃除や洗濯、調理など、自分でできることは
自分でする

栄養バランスのとれた食事をとる

歯磨きや入れ歯の手入れを行い、口の中の健
康を保つ

スポーツなどの運動や体操により体力を維持
する

趣味や学習を楽しむ

近所の人や友達と交流する

仕事をする

町会、老人クラブなどの地域活動やボラン
ティア活動に参加する

その他

取り組んでいない

無回答

(MA%)
(N=10,128)
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かかりつけの

歯科医師がいる

72.4%

かかりつけの

歯科医師はいない

23.2%

無回答

4.4%

(N=10,128)

③ かかりつけ医の状況 

  かかりつけ医の有無については、「かかりつけの医師がいる」が80.7％に対して、「かか

りつけの医師はいない」が16.2％となっています。 

かかりつけ歯科医については、「かかりつけの歯科医師がいる」が72.4％に対して、「か

かりつけの歯科医師はいない」が23.2％となっています。 

区別でみると、かかりつけ医がいる割合は東住吉区が最も高く、かかりつけ歯科医がい

る割合は北区が最も高くなっています。 

   

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 在宅医療、希望する暮らし方について 

  在宅で提供される医療について、「利用している」の回答割合をみると「（5）緊急時に対

応してくれる医師または医療機関」が最も高く5.9％となっており、「利用している」と「利

用していないが知っている」を合計した認知度は「医師による訪問診療」が49.6％と最も

高くなっています。 

介護が必要になった時に希望する暮らし方については、「介護保険の居宅介護サービスを

うけながら、現在の住宅に住み続けたい」が36.7％と最も高く、次いで「家族などの介護

を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」が19.0％となっています。 

在宅生活の継続のために必要な支援については、「毎日の食事の準備・後片付けや掃除・

洗濯など家事を手伝ってもらえること」、「在宅での医療や介護サービスなどの24時間支援

かかりつけの医師が

いる

80.7%

かかりつけの

医師はいない

16.2%

無回答

3.2%

(N=10,128)

図表４－１－３ かかりつけ医の有無 図表４－１－４ かかりつけ歯科医の有無 

図表４－１－５ かかりつけ医・歯科医のいる割合＜区別＞ 
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体制ができていること」、「病院まで送り迎えしてもらえること」の順に高く、上位項目の

回答割合は前回調査結果よりも高くなっています。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.0 36.7 12.6 11.0 
1.4 

14.4 5.0 

(%)

0 20 40 60 80 100

家族などの介護を受け

ながら、現在の住宅に

住み続けたい

介護保険の居宅介護サービ

スを受けながら、現在の住

宅に住み続けたい

高齢者向けに

配慮された住宅

（サービス付き高

齢者向け住宅な

ど）に入居したい

特別養護老人ホームや介護老人保健

施設などの施設に入所したい

その他

わからない 無回答

(N=10,128)

2.2 

1.1 

0.9 

1.7 

5.9 

1.4 

47.4 

30.1 

15.4 

32.4 

31.0 

16.9 

34.8 

49.2 

62.1 

44.7 

44.8 

61.2 

15.6 

19.5 

21.6 

21.2 

18.3 

20.6 

（１）医師による訪問診療

（２）歯科医師による訪問歯科診

療

（３）薬剤師による訪問薬剤管理
指導

（４）看護師などによる訪問看護

（５）緊急時に対応してくれる医
師または医療機関

（６）緊急時に対応してくれる看

護師または訪問看護

(%)

0 20 40 60 80 100

利用している

利用していないが知っている 知らない 無回答
(N=10,128)

図表４－１－６ 在宅で提供される医療の利用度・認知度 

図表４－１－７ 介護が必要になった時に希望する暮らし方 

図表４－１－８ 在宅生活継続のために必要な支援 
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看護師などの専門職がいること

必要なときに施設に宿泊できること

入浴やトイレなどを介助してもらえること

地域での見守り、隣近所の人同士で声かけが
できていること

住宅を改修するための支援を受けられること

その他

無回答

(MA%)

今回

(N=10,128)

前回

(N=9,851)
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⑤ 認知症について 

  認知症という病気の認知度については、「原因となる病気や症状などについてだいたいわ

かる」が53.7％で、前回調査結果よりも１ポイント回答割合が高まっています。一方、「言

葉は聞いたことがあるが、原因となる病気や症状などについてはわからない」は35.9％と

前回並みの回答割合となっています。 

  認知症を不安に感じる時の相談先については、「かかりつけの医師」が 61.5％と最も高

く、「区役所・保健福祉センター」、「地域の精神科・神経内科などの医療機関」が２割台と

なっています。 

  認知症の人の支援に必要なことについては、「認知症の早期発見への取組み」が55.5％と

最も高くなっており、続く「認知症の人を介護する家族に対する支援」は45.9％で前回調

査よりも10ポイント高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

53.7 

52.5 

35.9 

36.0 

3.5 

3.5 

6.8 

8.0 

今回
(N=10,128)

前回
(N=9,851)

(%)
0 20 40 60 80 100

原因となる病気や症状など

についてだいたいわかる

言葉は聞いたことが

あるが、原因となる

病気や症状などにつ

いてはわからない

わからない

無回答

図表４－１－９ 認知症という病気の認知度 
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ホームヘルパーなどの介護保険事業者
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地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

民生委員・町会などの地域役員

認知症初期集中支援チーム

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、
グループホーム等の施設

その他

どこに相談すればいいかわからない

無回答

(MA%)

今回

(N=10,128)

前回

(N=9,851)
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45.9 
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10.2 

7.6 

55.1 

35.9 

40.4 

40.1 

42.7 

27.4 

17.2 
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認知症の早期発見への取り組み

認知症の人を介護する家族に対する支援

認知症に関する介護保険サービスや福祉
サービスの充実

認知症に関する相談窓口の充実

病院やかかりつけの医師における認知症に
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ついての理解が深まること
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わからない

無回答

(MA%)

今回

(N=10,128)

前回

(N=9,851)

図表４－１－10 認知症を不安に感じる時の相談先  図表４－１－11 認知症の人の支援に必要なこと 
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⑥ 就労について 

  今後の就労意向については、「仕事をしたい(続けたい)」が32.5％となっており、性別に

みると男性では４割を超えています。年齢別では、「仕事をしたい（続けたい）」が65～69

歳で半数近くを占めていますが、高齢になるにつれて「仕事をしたくない（仕事をやめた

い）」が増加し、75～79歳で割合が逆転しています。 

仕事をしたい（続けたい）と回答した人に、その理由をたずねると、「健康に良いから」

が 59.3％で最も高く、次いで「生きがいを得られるから」が 55.5％、「生活費が必要だか

ら」が49.5％となっています。前回調査と比べると、「健康に良いから」が前回よりも高い

割合となっています。 
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31.8 
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健康に良いから

生きがいを得られるから

生活費が必要だから

何もしないと退屈だから

小遣いが欲しいから

友人ができるから

家族が望むから

その他

無回答

(MA%)

今回

(N=3,288)

前回

(N=3,119)

仕事をしたい

（続けたい）

32.5%

仕事をしたくない

（仕事をやめたい）

31.5%

わから

ない

17.8%

無回答

18.2%

(N=10,128)

図表４－１－12 今後の就労意向    図表４－１－13 今後の就労意向（性別・年齢別） 
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図表４－１－14 仕事をしたい（続けたい）理由 
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⑦ 地域活動について 

  現在、継続的に参加している活動では、「町会、自治会、女性会などの地域団体」、「趣味

のサークル・団体」、「健康・スポーツのサークル・団体」などが挙げられていますが、回答

割合は「参加していない」が最も高く50.1％となっています。参加している人のきっかけ

では「健康のため」との回答割合が高く、参加していない人の理由では「興味をひくもの

がない」が高くなっています。 

  また、地域社会に貢献できると考える活動では、「ボランティア活動」が21.6％、次いで

「地域の防災・防犯などの活動」が12.6％となっています。 

  一方で、近所の方がお困りのときに支援できることについては、「安否確認の見守りや声

かけ」が 38.3％で最も高く、次いで「災害時の手助け」が 26.0％、「ちょっとした買い物

の手伝い」が23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.5 

15.4 

13.2 

6.4 

5.8 

4.2 

1.4 

1.3 

1.0 

4.1 

50.1 

4.8 

18.2 

14.7 

11.9 

7.3 

2.3 

4.0 

1.1 

1.8 

1.2 

4.5 

47.4 

6.9 

0 20 40 60

町会、自治会、女性会などの地域団体

趣味のサークル・団体

健康・スポーツのサークル・団体

老人クラブ

退職者の組織

ボランティア団体（社会奉仕団体）

シルバー人材センターなどの就業組織

商工会・同業者団体

ＮＰＯなどの市民活動団体

その他

参加していない

無回答

(MA%)

今回

(N=10,128)

前回

(N=9,851)

図表４－１－15 継続的に参加している団体や集まり  図表４－１－16 参加のきっかけ 

42.8 

36.4 

28.9 

25.4 

21.0 

18.5 

16.3 

14.7 

12.5 

5.0 

5.4 

0 20 40 60

健康のため

友人・知人に誘われたから

人との関わりを持ちたかった

活動場所が近所にあった

内容が楽しそうだった

団体の中に自分の役割があるから

生きがいを得たかった

地域や社会に貢献したかった

自分の能力を活かすことができる

その他

無回答

(MA%)
(N=4,566)
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19.9 

16.7 

16.6 

11.0 

8.0 

6.9 

6.3 

8.3 

31.8 

2.3 

0 10 20 30 40

興味をひくものがない

心身上の理由がある

時間がない

一緒に活動する仲間がいない

参加の仕方がわからない

費用がかかる

内容がよくわからない

その他

特に理由はない

無回答

(MA%)
(N=5,077)

図表４－１－17 参加していない理由     図表４－１－18 地域社会に貢献できると考える活動 

21.6 

12.6 

8.9 

8.1 

6.5 

4.0 

3.3 

2.3 

3.2 

46.8 

13.9 

18.5 

11.5 

9.5 

9.0 

6.9 

4.7 

3.6 

2.8 

3.0 

37.9 

15.6 

0 20 40 60

ボランティア活動

地域の防災・防犯などの活動

高齢者を支援する活動

区役所が主催する活動

青少年や子どもたちを支援する活動

障がい者を支援する活動

ＮＰＯなどの市民活動

地域活動・団体などへの金銭的援助

その他

特にない

無回答

(MA%)

今回

(N=10,128)

前回

(N=9,851)

図表４－１－19 近隣の方への支援 

38.3 

26.0 

23.3 

21.9 

21.6 

11.6 

8.9 

6.5 

1.1 

10.3 

39.7 

34.7 

19.8 

20.7 

23.6 

20.4 

12.1 

5.7 

4.0 

1.8 

29.4 

9.7 

0 20 40 60 80

安否確認の見守りや
声かけ

災害時の手助け

ちょっとした買い物の
手伝い

話し相手、相談相手

ゴミ出し

食事のおすそ分け

外出や通院の付き添い

食事づくりや掃除・
洗濯の手伝い

その他

特にない

無回答

(MA%)

今回

(N=10,128)

前回

(N=9,851)
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（２）ひとり暮らし調査（本人調査における世帯比較結果） 

① 日常生活全般の不安について 

ひとり暮らし世帯の回答者の「日常生活上不安を感じるか」について、高齢者世帯全体

と比べると「とても不安を感じる」「多少不安を感じる」の割合が高く、「不安は感じない」

の割合が低くなっており、全体的に、ひとり暮らし世帯の方が、不安に感じるとの回答割

合が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 孤立死について 

  ひとり暮らし世帯の回答者の「孤立死について考えること」について、「とても身近に感

じる」「やや身近に感じる」をあわせた割合は 55.9％となっており、高齢者世帯全体の

34.7％に対して大きな差がみられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 近所付き合いの状況 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近所づきあいの程度」については、「互いの家をよく行き来す

るくらい」「ときどき行き来するくらい」の回答割合が、高齢者世帯全体に比べて高くなってい

ます。また、「ほとんどない」についても、高齢者世帯全体に比べて高く１割強となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表４－２－１ 日常生活全般に関する不安 

図表４－２－２ 孤立死に関する不安 

図表４－２－３ 近所付き合いの頻度 

5.2

6.5

10.8

12.3

36.2

32.7

35.8

33.4

9.2

11.5

2.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

互いの家

を行き来

するくらい

ときどき

行き来

するくらい

会った時に

世間話をす

るくらい

あいさつ

程度

ほとんど

ない

無回答

9.4

11.5

48.2

52.0

31.6

24.8

5.5

5.3

5.3

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)

とても不安を感じる 多少不安を感じる 不安は感じない わからない 無回答

13.8

26.7

20.9

29.2

33.4

19.7

10.7

4.3

15.3

13.5

5.8

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)

とても身近に

感じる

やや身近に

感じる

あまり身近に

感じない

全く身近に

感じない

わからない 無回答
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④ 在宅で提供される医療について 

ひとり暮らし世帯の回答者の「在宅で提供される医療」については、いずれの項目も

「利用していないが知っている」の回答割合が高齢者世帯全体よりも低くなっています。 
 
 

 

（１）医師による訪問診療 （２）歯科医師による訪問歯科診療 

 
 
 
 
 
 
 
 

（３）薬剤師による訪問薬剤管理指導 （４）看護師などによる訪問看護 

 
 
 
 
 
 
 
 

（５）緊急時に対応してくれる医師または医療機関 （６）緊急時に対応してくれる看護師または訪問看護 

 
 
 
 
 
 
 

 

⑤ 終末期に過ごしたい場所について 

ひとり暮らし世帯の回答者の「終末期に過ごしたい場所」については、「自宅」が

31.4％と最も高くなっていますが、高齢者世帯全体に比べると１割低くなっています。

「自宅」に次いで「病院などの医療機関」が高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表４－２－４ 在宅で提供される医療 

図表４－２－５ 終末期に過ごしたい場所 
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（３）介護保険サービス利用者・未利用者調査 

① １年以内に利用したい介護保険サービス 

１年以内に利用したい介護保険サービスについては、サービス利用者、サービス未利用 

者とも「施設に入所（入居）したい」よりも「自宅で生活しながらサービスを受けたい」

の方が高くなっています。 

 

〔利用者〕            〔未利用者〕 

 

 

 

 

 

 

 

② １年以内に利用したい「在宅」の介護保険サービス 

１年以内に利用したい在宅の介護保険サービスについては、サービス利用者・未利用者

ともに「訪問介護（ホームヘルプ）」、「福祉用具の貸与」、「通所介護」の順に高く、次い

で利用者では「訪問看護」、未利用者では「住宅改修」などとなっています。 

 

 

〔利用者〕            〔未利用者〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅で生活しながら

サービスを受けたい

28.0%

施設等に入所

（入居）したい

4.8%

特にない（現在利用

しているサービス

のみでよい）

43.1%

無回答

24.1%

(N=2,443)

図表４－３－１ 利用中のサービスとは別に、１年以内に利用したい介護保険サービス 

図表４－３－２ １年以内に利用したい在宅の介護保険サービス 

36.8 

31.8 

25.5 

16.5 

14.9 

14.2 

13.4 

12.1 

11.2 

6.7 

5.4 

2.5 

3.2 

11.1 

40.1 

31.3 

22.8 

12.6 

13.6 

13.2 

13.6 

17.1 

14.6 

4.6 

4.2 

2.8 

2.4 

12.7 

0 20 40 60

訪問介護（ホームヘルプ）

福祉用具の貸与

通所介護（デイサービス）

訪問看護

訪問リハビリテーション

短期入所生活介護・療養介護
（ショートステイ）

通所リハビリテーション
（デイケア）

住宅改修

福祉用具の購入

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（24時間サービス）

居宅療養管理指導

小規模多機能型居宅介護

その他

無回答

(MA%)

今回

(N=685)

前回

(N=755)

自宅で生活しながら

サービスを受けたい

34.5%

施設等に入所

（入居）したい

7.1%

特にない

32.8%

無回答

25.6%

(N=1,909)

36.6 

33.4 

27.8 

24.0 

18.7 

16.8 

15.2 

12.6 

9.9 

9.7 

9.3 

4.6 

6.4 

5.3 

40.8 

26.6 

24.4 

29.0 

20.4 

18.2 

12.4 

11.6 

6.4 

7.3 

9.1 

4.3 

6.4 

7.3 

0 20 40 60

訪問介護（ホームヘルプ）

福祉用具の貸与

通所介護（デイサービス）

住宅改修

福祉用具の購入

通所リハビリテーション
（デイケア）

訪問リハビリテーション

訪問看護

短期入所生活介護・療養介護

（ショートステイ）

居宅療養管理指導

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（24時間サービス）

小規模多機能型居宅介護

その他

無回答

(MA%)

今回

(N=659)

前回

(N=1,351)
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③ １年以内に利用したい「施設」の介護保険サービス 

１年以内に利用したい施設の介護保険サービスについては、サービス利用者、サービス

未利用者とも「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」が最も高く、次いで「介護療

養型医療施設（介護職員が手厚く配置された病院等）」、「特定施設入居者生活介護（介護

付き有料老人ホーム等）」が高くなっています。 

 

 

〔利用者〕            〔未利用者〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 介護予防の取組みについて 

介護予防の取組みについては、利用者・未利用者ともに、「栄養バランスのとれた食事

をとる」が最も高く、次いで「掃除や洗濯、調理など、自分でできることは自分です

る」、「歯磨きや入れ歯の手入れを行い、口の中の健康を保つ」などとなっています。 

 
 
 

〔利用者〕            〔未利用者〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表４－３－３ １年以内に利用したい施設の介護保険サービス 

49.2 

12.7 

11.9 

9.3 

5.9 

11.0 

50.3 

6.5 

12.4 

10.7 

6.5 

13.6 

0 20 40 60

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

介護療養型医療施設（介護職員が

手厚く配置された病院等）

特定施設入居者生活介護

（介護付き有料老人ホーム等）

介護老人保健施設

（老人保健施設）

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

無回答

(%)

今回

(N=118)

前回

(N=169)

図４－３－４ 介護予防としての取組み 

 

41.0 

38.0 

34.0 

27.7 

21.5 

19.2 

5.5 

2.4 

3.3 

13.6 

17.4 

0 20 40 60

栄養バランスのとれた食事をとる

掃除や洗濯、調理など、自分で

できることは自分でする

歯磨きや入れ歯の手入れを行い、
口の中の健康を保つ

スポーツなどの運動や体操により

体力を維持する

近所の人や友達と交流する

趣味や学習を楽しむ

町会、老人クラブなどの地域活動

やボランティア活動に参加する

仕事をする

その他

取り組んでいない

無回答

(MA%)

(N=1,796)

37.7 

37.2 

30.3 

21.3 

19.4 

15.5 

5.7 

3.1 

4.7 

15.0 

18.1 

0 20 40 60

栄養バランスのとれた食事をとる

掃除や洗濯、調理など、自分で
できることは自分でする

歯磨きや入れ歯の手入れを行い、

口の中の健康を保つ

スポーツなどの運動や体操により

体力を維持する

近所の人や友達と交流する

趣味や学習を楽しむ

町会、老人クラブなどの地域活動

やボランティア活動に参加する

仕事をする

その他

取り組んでいない

無回答

(MA%)

(N=1,909)

26.5 

23.5 

19.1 

7.4 

5.9 

17.6 

23.5 

21.6 

18.5 

15.4 

6.2 

14.8 

0 10 20 30 40

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護療養型医療施設（介護職員が
手厚く配置された病院等）

特定施設入居者生活介護
（介護付き有料老人ホーム等）

介護老人保健施設
（老人保健施設）

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

無回答

(%)

今回

(N=136)

前回

(N=162)
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（４）介護をしている方を対象とした調査 

① 介護の内容について 

介護をしている方にたずねた、回答者本人への介護の内容については、サービス利用

者・未利用者ともに、「食事の用意の援助」が最も高く、次いで「外出、通院する時の介

助」、「掃除や収納の援助」となっています。概ね全項目で、前回調査結果を上回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 介護時の状態、困り事について 

介護者の虐待の有無については、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「つい大声

でどなってしまったことがある」が最も高く、前回よりも割合は高まっています。次いで

「何度も同じ事を言うので、つい無視してしまうことがある」、「イライラして手をあげそ

うになったことがある」などとなっています。 

介護を行ううえで困っていることについては、サービス利用者・未利用者の両介護者と

も「ストレスなどの精神的な負担が大きい」が最も高く、次いで「自分の時間がもてない」

となっています。続いて、サービス利用者の介護者は「身体的な負担が大きい」、サービス

未利用者の介護者では「本人が介護保険サービスの利用を望まない」となっています。 

図表４－４－１ 本人への介護内容 

サービス利用者 サービス未利用者 

56.2

54.8

46.7

44.2

41.9

33.9

30.3

29.0

25.7

23.0

12.8

12.1

8.9

7.0

5.5

25.4

50.6

50.8

43.1

37.1

33.9

29.1

25.6

25.4

17.6

12.0

11.8

8.6

6.7

5.5

30.6

0 20 40 60 80

食事の用意の援助

外出、通院する時の介助

掃除や収納の援助

服薬の援助

金銭管理の援助

着替え、食事の介助

医療的な処置への対応

整髪、歯磨き、爪切り、洗面などの介助

入浴などの介助

おむつの交換などの排せつの介助

昼夜逆転など見当識障害への対応

食事をしたことを忘れるなどの

記憶障がいへの対応

幻覚、妄想、うつなどの精神症状への対応

徘徊などの行動障がいに対する見守り

その他

無回答

(MA%)

今回

（N=1,540）
前回

（N=1,651）

56.8

52.3

46.3

35.9

35.3

23.0

27.3

22.8

27.3

9.9

7.7

10.7

6.9

6.6

7.9

16.7

39.8

37.2

33.3

21.7

21.1

12.1

12.8
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図表４－４－３ 介護を行ううえで困っていること 

図表４－４－２ 介護者の虐待の有無 
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③ 介護者の就労継続について 

介護者が仕事を続けるにあたって不安なことについては、サービス利用者・未利用者の

両介護者ともに「介護保険サービスの利用による負担の増加」が最も高く、次いで「希望す

る施設へ入所できるか不安である」、「必要な在宅サービスが受けられるか不安である」と

なっています。続いて、サービス利用者では「家族や親族の協力を得られない」、サービス

未利用者では「必要な介護保険サービスが分からない」が高くなっています。 

就業中もしくは本人の介護のために離職した介護者が仕事を続けるために必要な介護保

険サービスについては、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「自宅で生活しながら

サービスを受ける」が６割台、「施設等に入所（入居）」は２割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自宅で生活しながら

サービスを受ける

68.1%

施設等に入所
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無回答
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63.3%

施設等に入所

（入居）

23.0%

無回答

13.7%

サービス未利用者

(N=409)

図表４－４－５ 介護者が仕事を続けるために必要な介護保険サービス 

図表４－４－４ 介護者が仕事を続けるにあたって不安なこと 
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（５）施設調査 

① 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入所者の状況 

介護老人福祉施設への入所者の状況を性別・年齢別にみると、90歳以上の女性で最も高

い割合となっています。男性は年代が上がるにつれ割合が高くなり、80～84歳がピークで、

85歳以上と年代が上がるにつれ割合は低下しています。一方で、女性は年齢が上がるにつ

れ、割合は高くなっています。 

性別・要介護度別にみると、男女ともに「要介護４」、「要介護５」、「要介護３」の順に回

答割合は高くなっています。「要介護５」は男性よりも女性の割合が高くなっています。 

介護老人福祉施設への入所時の住所別の内訳では、「施設の所在区」が63.6％、「その他

の区」が24.5％、「府内市町村」が9.2％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表４－５－１ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）における入居者の状況 年齢別・男女別 

図表４－５－２ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）入居者の状況 要介護度別・男女別 
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図表４－５－３ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）入所（入院・入居）時の住所別人数構成比 
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② 各施設入所者の意思疎通の状況 

介護老人福祉施設への入所者の意思疎通について、「完全に通じる」と「ある程度通じ

る」、「時々は通じる」を合わせた『通じる』入所者の割合は、施設別にみると、養護老人

ホーム、軽費老人ホーム、生活支援ハウス、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住

宅ではいずれも９割を超えています。「殆ど通じない」は、介護療養型医療施設で39.1％、

地域密着型介護老人福祉施設（地域密着型特別養護老人ホーム）で 36.3％となっていま

す。 

医療的処置が必要な方の入所が「あり」の施設は全体が 86.4％で、いずれの施設も７

割を超えており、前回調査と比較すると、「あり」が下回っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表４－５－４ 入所（入院・入居）者の意思疎通の状況（施設別） 
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図表４－５－５ 医療的処置が必要な方の入所有無 
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